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学
会
の
動
き

JSCE Update

11
月
18
日
の
「
土
木
の
日
」
か
ら
続
く
土
木

学
会
の
創
立
記
念
日
で
あ
る
11
月
24
日
ま
で
の

1
週
間
を
「
『
土
木
の
日
』
お
よ
び
『
く
ら
し
と

土
木
の
週
間
』
」
と
し
て
、
土
木
学
会
本
部
・
全

国
8
支
部
で
は
、
一
般
の
皆
さ
ま
を
対
象
と
し

た
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
。令

和
5
年
度
は
、
全
国
規
模
で
企
画
・
実
施

さ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
こ
と
を

こ
こ
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

1
9
8
7
年
11
月
18
日
に
「
土
木
の
日
」
を

制
定
し
て
か
ら
、
36
年
を
迎
え
ま
し
た
。
各
支

部
や
各
関
係
団
体
の
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、

「
土
木
の
日
」
が
全
国
的
に
浸
透
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
土
木
広
報
セ
ン
タ
ー
と
し
ま
し
て

も
、
一
般
の
方
々
に
社
会
資
本
の
重
要
性
を
認

識
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
継
続
し
て
い
く
所
存

で
す
。
今
後
と
も
多
く
の
方
々
の
ご
理
解
や
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の

皆
さ
ま
方
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

土
木
学
会
本
部
で
は
、
関
係
団
体
の
ご
協
力

を
賜
り
、「
土
木
の
日
」
お
よ
び
「
く
ら
し
と
土

木
の
週
間
」
期
間
を
中
心
に
、
各
メ
デ
ィ
ア
へ

の
情
報
発
信
、「
土
木
の
日
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
の
活

用
、
土
木
の
日
関
連
行
事
の
開
催
な
ど
、
各
種

取
り
組
み
を
実
施
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
へ
の
情
報
発
信
と
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
紙
へ
の「
土
木
の
日
」広
告
掲
載（
イ
ラ
ス
ト
：

漫
画
家
羽
賀
翔
一
氏
）
、
建
設
紙
へ
の
「
土
木

の
日
」
会
長
挨あ

い
さ
つ拶

文
の
掲
載
、
S
N
S
を
用
い

た
発
信
な
ど
を
行
っ
た
。

ま
た
、「
土
木
の
日
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
を
用
い
た

フ
ラ
イ
ヤ
ー
、パ
ネ
ル
の
制
作
、土
木
の
日
グ
ッ

ズ
（
ス
テ
ッ
カ
ー
、
風
船
な
ど
）
を
積
極
的
に
配

布
し
た
。

土
木
の
日
関
連
行
事
と
し
て
は
、
今
年
度
も

「
土
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
た
。
土
木

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
土
木
界
が
保
有
す
る
歴

史
的
資
料
や
図
面
、
写
真
な
ど
、
普
段
目
に
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
各
種
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展

示
、
公
開
し
て
い
る
。
昨
年
度
に
続
き
、
新
宿

駅
西
口
広
場
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で
、
11
月
21

日
（
火
）
か
ら
24
日
（
金
）
の
4
日
間
に
約
4
万

8
0
0
0
人
が
来
場
し
た
。
初
日
の
11
月
21
日

（
火
）
に
は
、
4
年
ぶ
り
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
を
実
施
し
、
関
係
者
や
報
道
機
関
含
め
、

約
2
5
0
名
が
参
加
し
た
。

今
回
の
土
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、「
関
東
大

震
災
か
ら
1
0
0
年
今
に
つ
な
が
る
帝
都
復

興
」「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
」「
森
村
橋
復
原
」
を

主
た
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
展
示
、公
開
し
た
。

コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
つ
目
「
関
東
大
震
災
か
ら

1
0
0
年
今
に
つ
な
が
る
帝
都
復
興
」
は
、
東

京
・
神
奈
川
を
中
心
に
未
曾
有
の
災
厄
を
も
た

ら
し
た
関
東
大
震
災
か
ら
1
0
0
年
の
節
目
を

迎
え
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
復
興
か
ら
今
な
お
私

た
ち
の
生
活
を
支
え
る
土
木
構
造
物
に
焦
点
を

当
て
た
展
示
と
し
た
。
こ
の
展
示
で
は
、「
土
木

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
取
り
組
み
で
収
集
し
た
資

料
と
、
土
木
学
会
の
機
関
紙
「
土
木
学
会
誌
」
の

連
載
「
見
ど
こ
ろ
土
木
遺
産
」
を
基
に
、
帝
都
復

興
事
業
の
歴
史
か
ら
東
京
が
ど
の
よ
う
に
成
長

し
て
き
た
の
か
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
図
面
や
写

真
を
用
い
て
詳
し
く
解
説
し
た
。

令
和
5
年
度
土
木
の
日
お
よ
び

く
ら
し
と
土
木
の
週
間
報
告

土
木
広
報
セ
ン
タ
ー
報
告

本

部

オープニングセレモニーの様子（「土木の日パネル」と共に撮影）

各コンテンツを鑑賞する人たち
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二
つ
目
「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
」
は
、
日
本
の

新
た
な
輸
送
の
大
動
脈
と
し
て
注
目
さ
れ
、
現

在
も
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
完
成
す
れ
ば

３
大
都
市
圏
（
首
都
・
中
京
・
近
畿
）
を
一
体

化
す
る
「
ス
ー
パ
ー
・
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
」
の

形
成
に
つ
な
が
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
超
電
導
リ
ニ
ア
の
原
理
、
難

度
が
高
い
南
ア
ル
プ
ス
ト
ン
ネ
ル
や
都
市
部
の

シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
、
高
架
橋
な
ど
の
工
事
に

奮
闘
す
る
様
子
を
写
真
や
映
像
に
加
え
、
模
型

や
３
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
も
用

い
て
解
説
し
た
。
ま
た
、
今
回
限
り
と
し
て
製

作
し
た
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
正
面
の
写
真
を
全

面
に
用
い
た
特
大
フ
ァ
サ
ー
ド
の
前
で
は
多
く

の
来
場
者
が
記
念
撮
影
を
行
っ
て
お
り
、
大
人

か
ら
子
ど
も
ま
で
新
た
な
イ
ン
フ
ラ
へ
の
親
し

み
や
期
待
が
増
し
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。

三
つ
目
の
「
森
村
橋
復
原
」
は
、
建
設
か
ら

1
0
0
年
以
上
が
経
過
し
、
落
橋
寸
前
ま
で
老

朽
化
の
進
ん
だ
有
形
文
化
財
の
復
原
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
全
容
を
映
像
に
て
紹
介
し
た
。
映
像
で

は
、
設
計
当
時
の
図
書
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い

な
い
た
め
、
3
次
元
測
量
に
よ
る
図
面
化
や
再

現
計
算
の
実
施
、
元
の
部
材
を
で
き
る
だ
け
再

利
用
す
る
た
め
の
修
復
・
施
工
の
様
子
を
時
系

列
で
解
説
と
と
も
に
、
復
原
を
成
功
さ
せ
た
技

術
者
た
ち
の
苦
労
も
語
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
年
度
の
土
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
こ

れ
ま
で
と
同
様
、
東
京
都
建
設
局
と
の
共
催
で

「
東
京
橋
と
土
木
展
（
東
京
都
建
設
局
主
催
）
」

と
同
時
開
催
し
た
。「
東
京
橋
と
土
木
展
」
に
お

い
て
も
関
東
大
震
災
か
ら
1
0
0
年
に
ち
な
ん

だ
復
興
橋
梁
（
清
州
橋
）
の
模
型
の
展
示
や
橋

カ
ー
ド
の
配
布
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
実
施

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
を
行
っ
た
。

会
場
デ
ザ
イ
ン
は
新
宿
で
の
土
木
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
カ
ラ
ー
で
あ
る
黄
色
で
統
一

し
、
遠
方
か
ら
で
も
目
に
留
ま
り
や
す
い
「
土

木
」
ら
し
い
フ
ァ
サ
ー
ド
や
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
デ

ザ
イ
ン
に
惹
か
れ
て
、
通
り
す
が
り
に
来
場
し

た
と
い
う
声
も
多
く
あ
っ
た
。
会
場
内
で
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
へ
の
グ
ッ
ズ
配
布
の
仕
掛

け
と
し
て
、
土
木
遺
産
の
写
真
を
用
い
た
カ
ー

ド
を
排
出
す
る
カ
ー
ド
マ
シ
ン
と
、
本
体
内
側

か
ら
光
を
点
滅
し
て
目
に
留
ま
る
よ
う
に
改
良

し
た
カ
プ
セ
ル
ト
イ
が
注
目
を
集
め
た
。
さ
ら

に
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
地
下
部
走
行
シ
ー
ン

を
再
現
す
る
よ
う
工
作
し
た
模
型
の
中
を
走
る

電
池
式
鉄
道
玩
具
の
仕
掛
け
も
注
目
を
集
め
、

多
く
の
来
場
者
が
見
入
っ
て
い
た
。

今
後
も
土
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
来
場
者
の

皆
さ
ま
と
の
交
流
の
経
験
を
生
か
し
、
よ
り
多

く
の
人
に
土
木
の
魅
力
を
伝
え
、
土
木
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

企
画
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

「リニア中央新幹線」特大ファサード

大人から子どもまで楽しむ様子

黄色で統一した会場デザイン

カプセルトイを回す田中会長
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北
海
道
支
部
で
は
札
幌
、
北
見
、
苫
小
牧
、
室

蘭
、
函
館
に
お
い
て
、
関
係
機
関
の
協
力
の
下

に
「
土
木
の
日
」
関
連
行
事
を
実
施
し
た
。

各
地
区
で
は
、
大
学
、
高
専
の
協
力
の
下
、
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
が
開
催
さ
れ
た
。

一
例
と
し
て
、
北
見
工
業
大
学
で
、「
お
も
し

ろ
科
学
実
験
」、苫
小
牧
高
専
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
内
で
「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
っ

て
み
よ
う
」
、
室
蘭
工
大
祭
2
0
2
3
「
オ
ー
プ

ン
ラ
ボ
㏌
室
蘭
」
、
函
館
高
専
祭
で
は
「
社
会
基

盤
工
学
科
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
な
ど
、
工
夫
を

凝
ら
し
た
行
事
を
行
っ
て
い
る
。

8
月
１
日
に
は
3
年
ぶ
り
と
な
る
「
親
子
で

行
く
土
木
の
現
場
め
ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
開

催
し
、
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
現
場
を
参

加
者
に
体
感
し
て
い
た
だ
い
た
。

さ
ら
に
11
月
16
〜
17
日
に
は
「
イ
ブ
ニ
ン
グ

シ
ア
タ
ー
」
、
11
月
17
日
に
「
モ
リ
ナ
ガ
・
ヨ
ウ

の
土
木
展
㏌
札
幌
チ
・
カ
・
ホ
」
を
札
幌
駅

前
通
地
下
歩
行
空
間
に
て
開
催
。

ま
た
、「
モ
リ
ナ
ガ
・
ヨ
ウ
の
土
木
展
」
に
併

せ
て
、
11
月
20
日
に
は
「
モ
リ
ナ
ガ
・
ヨ
ウ
が

描
く
土
木
の
世
界
」
と
題
し
た
「
土
木
の
日
」
記

念
講
演
会
が
札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

た
。記

念
講
演
会
で
は
、
学
生
や
一
般
の
方
た
ち

も
参
加
さ
れ
2
0
2
1
年
1
月
か
ら
2
0
2
2

年
12
月
ま
で
土
木
学
会
誌
の
表
紙
を
担
当
さ

れ
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
モ
リ
ナ
ガ
・
ヨ
ウ

さ
ん
と
法
政
大
学
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教
授

溝
渕
利
明
さ
ん
に
よ
り
座
談
会
形
式
で
、
原
画

に
ま
つ
わ
る
現
場
見
学
時
の
興
味
深
い
裏
話
な

ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
た
。

東
北
支
部
で
は
、「
土
木
の
日
特
別
行
事
」
の

一
環
と
し
て
2
0
0
4
年
度
よ
り
、
大
地
震
災

害
や
津
波
災
害
、
さ
ら
に
は
気
候
温
暖
化
に
よ

る
河
川
海
岸
な
ど
へ
の
影
響
を
テ
ー
マ
と
し
て

「
防
災
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
て

い
る
。
本
年
度
は
、「
東
日
本
大
震
災
か
ら
13
年

│
い
ま
ま
で
の
産
官
学
の
連
携
を
振
り
返
り
、

明
日
の
土
木
分
野
を
語
る
│
」
を
テ
ー
マ
に
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
復
興
に
携
わ
っ
た

各
分
野
の
方
々
を
お
招
き
し
、
2
部
構
成
に
て

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
行
っ
た
。

な
お
参
加
者
数
は
、
会
場
80
名
・
オ
ン
ラ
イ
ン

約
2
0
0
名
で
あ
っ
た
。

第
1
部
は
「
連
携
の
振
り
返
り
」
を
テ
ー
マ

と
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
熊
谷
順
子
氏

（
（
一
社
）
東
北
地
域
づ
く
り
協
会
）
、
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
、
橋
本
潔
氏
（
宮
城
県
元
土
木
部

長
）
、
笹
川
稔
郎
氏
（
東
北
電
力
（
株
）
元
副
社

長
）
、
今
村
文
彦
氏
（
東
北
大
学
災
害
科
学
国

際
研
究
所
前
所
長
）
が
登
壇
さ
れ
た
。
東
日
本

大
震
災
の
発
災
当
時
に
、
宮
城
県
と
東
北
電
力

そ
し
て
東
北
大
学
に
お
い
て
、
組
織
の
ト
ッ
プ

と
し
て
震
災
対
応
に
奔
走
し
た
当
時
を
振
り
返

り
、
産
官
学
の
連
携
を
念
頭
に
次
代
に
伝
え
た

い
教
訓
と
期
待
な
ど
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。

第
2
部
は
「
明
日
の
土
木
分
野
を
語
る
」
を

テ
ー
マ
と
し
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
有
働
恵
子

氏
（
東
北
大
学
大

学
院
工
学
研
究

科
土
木
工
学
専
攻

教
授
）
、
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
、
佐

藤
宏
氏
（
宮
城
県

土
木
部
道
路
課

課
長
）
、
大
内
一

男
氏
（
東
北
電
力

（
株
）
土
木
建
築

部
副
部
長
）
、渡
辺
由
美
子
氏
（
東
日
本
高
速
道

路
（
株
）
東
北
支
社
仙
台
工
事
事
務
所
所
長
）
が

登
壇
さ
れ
た
。
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
多
く
の

激
甚
災
害
と
そ
こ
か
ら
の
復
興
の
経
験
か
ら
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
・
気
候
変
動
対
応
な

ど
の
地
域
・
社
会
課
題
も
踏
ま
え
、
長
期
的
な

視
点
に
立
ち
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
維
持

し
て
い
く
た
め
の
土
木
分
野
の
役
割
な
ど
に
つ

い
て
議
論
さ
れ
た
。

な
お
急
き
ょ
、
第
1
部
冒
頭
で
パ
ネ
リ
ス
ト

の
今
村
文
彦
氏
よ
り
、
1
月
1
日
に
発
生
し
た

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
に
関
す
る
報
告
が

行
わ
れ
た
。
全
体
を
通
じ
、
限
り
あ
る
時
間
の

中
で
、
土
木
へ
の
関
心
が
高
め
ら
れ
る
機
会
と

な
っ
た
。

北
海
道
支
部

東
北
支
部

函館高専祭 
「社会基盤工学
科スタンプラ
リー」

親子で行く！土木の現場めぐりバスツアー 

記念講演会「モリナガ・ヨウが描く土木の世界」

防災に関するシンポジウム
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関
東
支
部
で
は
、
関
係
機
関
の
協
力
の
も

と
に
「
土
木
の
日
」
の
関
連
行
事
を
実
施
し

た
。現

場
見
学
会
は
、
応
募
多
数
の
た
め
、
抽

選
で
選
ば
れ
た
方
と
「
品
川
駅
構
内
環
状
第

4
号
線
交
差
部
新
設
他
工
事
」
お
よ
び
「
羽
田

空
港
ア
ク
セ
ス
線
八
潮
工
区
建
設
工
事
」
現
場

を
見
学
し
た
。
ま
た
、
土
木
技
術
の
す
ば
ら
し

さ
を
子
ど
も
た
ち
に
紹
介
す
る
た
め
の
親
子
見

学
会
で
は
、
神
奈
川
県
相
模
原
市
に
あ
る
「
中

央
新
幹
線
神
奈
川
県
駅
（
仮
称
）
新
設
工
事
」

と
、
東
京
都
中
野
区
に
あ
る
「
環
状
七
号
線
地

下
広
域
調
節
池
（
石
神
井
川
区
間
）
工
事
」
を
見

学
。
現
場
見
学
後
の
質
問
タ
イ
ム
で
は
、
た
く

さ
ん
の
質
問
が
飛
び
出
し
、
将
来
が
楽
し
み
に

感
じ
ら
れ
た
。
土
木
と
い
う
仕
事
に
親
し
み
と

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
楽

し
い
見
学
会
を
企
画
し
て
い
く
。
本
年
度
も
会

員
交
流
促
進
の
一
環
と
し
て
「
土
木
の
あ
る
風

景
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
「
土
木
の
日
」
11
月
18

日
よ
り
募
集
を
開
始
し
た
。
今
回
は
、
関
東
支

部
60
周
年
の
特
別
賞
を
設
け
て
い
る
。
3
月
の

関
東
支
部
技
術
研
究
発
表
会
で
会
場
展
示
し
、

ご
来
場
の
方
か
ら
の
投
票
で
そ
れ
ぞ
れ
の
賞
が

決
定
さ
れ
た
。
入
賞
作
品
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
お

よ
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
る
。

ま
た
、
関
係
団
体
に
ご
協
力
い
た
だ
き
「
技

術
研
究
所
見
学
会
」
を
実
施
し
、
近
所
の
小
学

校
の
児
童
に
建
設
業
の
役
割
や
新
技
術
開
発
の

取
り
組
み
な
ど
、
土
木
技
術
に
触
れ
て
楽
し
い

時
間
を
共
有
し
た
。

関
東
支
部
に
は
、
新
潟
・
山
梨
・

群
馬
・
栃
木
・
茨
城
の
五
つ
の
分
会

が
あ
り
、
各
分
会
に
お
い
て
記
念
講

演
会
（
動
画
放
映
含
む
）
、
土
木
遺
産

の
見
学
会
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
、
土
木
工
学
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
と
市
民
生
活
と
の
関
係
の
周
知
に

活
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

中
部
支
部
で
は
、
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て

「
市
民
見
学
会
」
と
「
親
子
ふ
れ
あ
い
見
学
会
」

を
開
催
し
た
。
こ
れ
ら
の
見
学
会
の
目
的
は
、

土
木
に
対
す
る
一
般
市
民
の
関
心
と
親
し
み
を

深
め
て
も
ら
い
、
土
木
施
設
の
役
割
と
必
要
性

を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。

「
市
民
見
学
会
」
は
、
愛
知
県
の
中
部
国
際
空

港
（
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
、
滑
走
路
）・
名
古
屋
港

（
飛
島
ふ
頭
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
）・
名
古
屋

高
速
道
路
公
社
（
管
制
室
、ネ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ザ
）

と
、
富
山
県
の
高
岡
環
状
線
・
利
賀
ダ
ム
・
城

端
ト
ン
ネ
ル
の
各
工
事
現
場
な
ど
、
多
数
の
応

募
者
か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
た
70
名
（
両
見
学
会

合
計
）
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、「
親
子

ふ
れ
あ
い
見
学
会
」
は
、
長
野
県
の
笠
倉
壁
田

橋
（
建
設
工
事
現
場
）・
浅
川
第
三
排
水
機
場
・

浅
川
ダ
ム
な
ど
の
普
段
見
る
こ
と
が
困
難
な
場

所
も
盛
り
込
み
、
16
名
の
親
子
に
ご
参
加
い
た

だ
い
た
。見
学
会
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で「
普

段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
所
を
見
ら
れ
て
、
と

て
も
興
味
深
か
っ
た
」
な
ど
、
多
く
の
好
評
を

い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
土
木
に
関
心
を
寄
せ
て

も
ら
え
る
一
助
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

中
部
支
部
で
は
、
こ
の
他
に
中
部
地
方
の
大

学
・
高
専
の
土
木
系
学
生
に
土
木
事
業
の
魅
力

を
伝
え
る
こ
と
と
、
土
木
技
術
者
を
目
指
す
学

生
支
援
を
目
的
と
し
た
「
土
木
技
術
者
と
学
生

の
交
流
会
」
や
、
教
職
員
や
教
員
を
目
指
す
学

生
お
よ
び
理
工
系
学
生
の
団
体
を
対
象
と
し
た

「
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
（
体
験
型
見
学
会
）
」
の

開
催
、
さ
ら
に
生
涯
学
習
の
場
な
ど
に
講
師
を

派
遣
す
る
「
出
前
講
座
」
や
「
選
奨
土
木
遺
産
の

パ
ネ
ル
展
示
」
な
ど
を
行
い
、
土
木
お
よ
び
土

木
学
会
の
認
知
度
向
上
と
将
来
の
担
い
手
の
育

成
に
努
め
て
い
る
。

中
部
支
部

親子見学会の様子

現場見学会の様子

「土木のある風景」写真コンテス
ト カレンダー

関
東
支
部

市民見学会 愛知県名古屋港

親子ふれあい見学会 長野県橋梁建設工事現場

市民見学会
富山県トン
ネル工事現
場
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関
西
支
部
で
は
、「
土
木
の
日
」
お
よ
び
「
く

ら
し
と
土
木
の
週
間
」
の
活
動
と
し
て
、「
土
木

の
日
」
関
連
行
事
関
西
地
区
連
絡
会
の
主
催
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
（
連
絡
会
行
事
）
を
実
施
し

た
。「

土
木
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
制
作
で
は
、「
土
木

が
つ
く
る
わ
た
し
の
未
来
〜
ま
ち
・
道
・
鉄
道
・

港
・
空
港
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
〜
」
の
テ
ー
マ
で
ポ

ス
タ
ー
を
募
集
し
、
全
国
か
ら
計
3
1
0
作
品

（
子
供
部
門
1
6
5
作
品
、
一
般
部
門
1
4
5
作

品
）
の
応
募
が
あ
っ
た
。
選
考
の
結
果
、
大
村
泰

史
さ
ん
（
兵
庫
県
）
の
作
品
が
最
優
秀
賞
と
な

り
、
土
木
の
日
関
連
行
事
の
広
報
ポ
ス
タ
ー
に

活
用
し
た（
左
図
）。

「
土
木
の
日
」
コ
ア
行
事
の
Ｆ
Ｃ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、「
2
0
2
5
大
阪
・
関
西
万
博
〜
未
来

の
土
木
〜
」
と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

万
博
に
向
け
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
最
新

技
術
や
、
会
場

と
な
る
大
阪
ベ

イ
エ
リ
ア
地
域

の
地
盤
と
そ
の

形
成
に
つ
い
て

話
題
提
供
い
た

だ
き
、「
ど
ぼ

く
マ
ニ
ア
的
」

万
博
の
楽
し
み

方
を
考
え
る
機

会
と
な
っ
た
。

2
0
1
0
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ど
ぼ
く
カ

フ
ェ
」
企
画
は
通
算
50
回
を
突
破
し
、
歴
代
の

代
表
幹
事
に
よ
る
「
そ
れ
ぞ
れ
の
ド
ボ
ク
の
楽

し
み
方
50
選
〜
ど
ぼ
く
カ
フ
ェ
50
回
突
破
記

念
〜
」
を
開
催
し
た
。
当
日
は
こ
れ
ま
で
講
演

い
た
だ
い
た
「
ど
ぼ
く
マ
ニ
ア
」
を
含
め
、
多
く

の
ど
ぼ
く
フ
ァ
ン
が
集
ま
っ
た
。
こ
の
他
、
建

設
技
術
展
2
0
2
3
近
畿
の
会
場
で
実
施
し
た

「
関
西
の
中
心
で
、
土
木
の
魅
力
を
さ
け
ぶ
!
」

（
共
催
：
土
木
学
会
会
長
特
別
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
魅
力
あ
る
土
木
の
世
界
発
信
小

委
員
会
」
）
、
大
阪
の
水
晶
橋
で
実
施

し
た
「
水
都
（
ス
イ
ー
ト
）
大
阪
〜
橋

の
魅
力
・
水
辺
の
魅
力
〜
」（
共
催
：

中
之
島
ブ
リ
ッ
ジ
テ
ラ
ス
実
行
委
員

会
）
を
実
施
し
、
い
ず
れ
も
盛
況
の
う

ち
に
終
了
し
た
。

中
国
支
部
で
は
、
一
般
市
民
の
方
々
に
「
土

木
」
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、「
身
近
な
土
木

を
描
い
て
み
よ
う
!
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実

施
し
た
。
こ
れ
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
、
生
活
の
中
で
何
気
な
く
見
て
い
る
身
近

な
構
造
物
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
土
木
に
親
し

み
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
や
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
が
土
木
技
術
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
感

じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
行
事
で
、
平

成
20
年
度
か
ら
実
施
し
て
今
年
で
16
回
目
の
開

催
と
な
る
。

夏
休
み
の
課
題
と
し
て
、
中
国
5
県
の
小
中

学
校
に
依
頼
を
し
、
1
0
7
校
か
ら
1
0
5
9

枚
の
応
募
が
あ
っ
た
。
低
学
年
の
作
品
は
、
建

設
車
や
乗
り
物
を
力
強
く
描
き
、
家
族
を
描
い

て
温
か
み
の
あ
る
素
直
な
絵
が
見
ら
れ
、
高
学

年
の
作
品
は
、
時
間
を
か
け
て
じ
っ
く
り
描
い

た
作
品
が
見
受
け
ら
れ
た
。
中
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

や
Ｄ
Ｘ
な
ど
土
木
の
最
新
技
術
を
使
っ
て
い
る

様
子
の
題
材
や
、
地
域
に
と
っ
て
は
暮
ら
し
に

必
要
な
除
雪
車
や
、
生
活
に
必
要
な
通
学
路
に

あ
る
ト
ン
ネ
ル
を
描
く
な
ど
、
土
木
を
身
近
に

感
じ
て
い
る
の
が
分
か
っ
た
。

令
和
5
年
11
月
11
日
、
広
島
市
ま
ち
づ
く
り

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
で
は
、
入
賞
作
品
63
点
を
展

示
し
て
優
秀
賞
の
表
彰
式
を
行
い
、
中
﨑
剛
支

部
長
か
ら
受
賞
者
一

人
ひ
と
り
に
表
彰
状

を
手
渡
し
た
。
副
賞

と
し
て
、
優
秀
作
品

を
掲
載
し
た
、2
0
2

4
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー

を
進
呈
し
た
。
そ
の

他
、
岡
山
、
島
根
、
鳥

取
で
も
優
秀
賞
の
表

彰
式
を
行
い
、
土
木

学
会
本
部
の
ロ
ビ
ー

で
も
展
示
を
行
い
、

多
く
の
方
の
ご
来
場

を
い
た
だ
い
た
。

中
国
支
部

関
西
支
部

 2023年度「土木の日」ポスター 

どぼくカフェ50回突破記念回の様子

表彰式（広島市まちづくり市民交流プラザ）

優秀作品を掲載した2024年のカレ
ンダー

展示（松江市民活動センター）
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四
国
支
部
で
は
、
関
係
機
関
の
協
力
の
下

「
土
木
の
日
」
関
連
行
事
を
一
般
市
民
や
小
中
高

校
生
を
対
象
に
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
四
国

各
地
で
実
施
し
た
。

支
部
行
事
と
し
て
、
11
月
17
日
・
18
日
に
「
サ

ン
メ
ッ
セ
香
川
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
建

設
フ
ェ
ア
四
国
2
0
2
3
㏌
高
松
」
に
参
加

し
、
土
木
遺
産
・
土
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
示

ブ
ー
ス
を
開
設
し
た
。
ま
た
11
月
17
日
に
同
会

場
で
「
土
木
の
日
記
念
行
事
」
を
実
施
し
た
。
は

じ
め
に
、
令
和
5
年
度
選
奨
土
木
遺
産
に
選
定

さ
れ
た
「
佐
川
橋
」（
高
知
県
四
万
十
町
）
の
管

理
者
で
あ
る
四
万
十
町
大
正
地
域
振
興
局
長
を

招
い
て
、
認
定
書
授
賞
式
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

香
川
大
学
の
長
谷
川
修
一
氏
よ
り
演
題
「
四
国

を
救
う
建
設
業
と
観
光
」
で
特
別
講
演
を
し
て

い
た
だ
い
た
。

11
月
20
日

か
ら
24
日
ま

で
香
川
県
庁

ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
、
土
木
遺

産
・
土
木
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
展
を

開
催
し
た
。
11

月
26
日
に
は

公
募
し
た
一

般
の
方
22
名

の
参
加
に
よ

る
、「
近
代
土

木
遺
産
バ
ス

ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
、
四
国
地
方
整
備
局
が
整

備
し
た
、
高
知
県
日
高
村
の
新
日
下
川
放
水
路

を
ガ
イ
ド
の
案
内
で
管
理
道
か
ら
出
口
ま
で
歩

い
て
見
学
し
た
。
そ
し
て
土
木
技
術
者
広
井
勇

の
関
連
施
設
を
見
学
し
、
銅
像
前
で
記
念
撮
影

を
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
普
段
接
す
る
こ
と
の

な
い
土
木
構
造
物
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
と
の
声
を
い
た
だ
い
た
。

地
区
行
事
で
は
、
各
県
に
お
い
て
、
小
中
学

生
、
工
業
系
高
校
、
高
専
生
を
招
い
た
現
場
見

学
会
を
実
施
し
た
。
ま
た
大
学
高
専
公
開
行
事

と
し
て
、
パ
ネ
ル
展
示
や
小
中
学
生
を
対
象
と

し
て
科
学
実
験
体
験
を
実
施
し
多
く
の
参
加
を

い
た
だ
い
た
。

西
部
支
部
で
は
、
本
年
度
も
各
地
区
で
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

福
岡
地
区
で
は
、
10
月
1
日
に
国
営
海
の
中

道
海
浜
公
園
で
「
土
木
の
日
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ

ス
タ
2
0
2
3
」
が
開
催
さ
れ
、
約
3
0
0
0

人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

熊
本
地
区
で
は
、
11
月
5
日
に
「
熊
本
の
土

木
工
事
現
場
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
」が
開
催
さ
れ
、

青
空
の
下
、
次
世
代
を
担
う
小
学
生
か
ら
高
校

生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
（
22
家
族
54

名
）
の
方
々
が
、
滝
室
坂
ト
ン
ネ
ル
、
熊
本
地

震
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｋ
Ｉ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
、
大
切
畑

ダ
ム
、
益
城
町
震
災
復
興
関
連
事
業
を
見
学

し
た
。

長
崎
地
区
で
は
、「
Ｄ
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
フ
ェ
ア
2
0

2
3
」
と
し
て
、
11
月
12
日
に
長
崎
市
他
で
パ

ネ
ル
・
模
型
展
お
よ
び
現
場
見
学
会
が
、
11
月

18
日
に
長
崎
大
学
で
「
土
木
お
も
し
ろ
体
験
隊
」

が
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。

宮
崎
地
区
で
は
、
11
月
25
〜
26
日
に
イ
オ
ン

モ
ー
ル
宮
崎
で
「
宮
崎
県
「
土
木
の
日
」
パ
ネ
ル

展
」
が
開
催
さ
れ
た
。

鹿
児
島
地
区
で
は
、
11
月
18
日
に
天
文
館
ぴ

ら
も
〜
る
等
で
「
土
木
フ
ェ
ス
タ
㏌
ぴ
ら
も

〜
る
2
0
2
3
」
が
開
催
さ
れ
た
。
パ
ネ
ル
展

示
、
高
所
作
業
車
体
験
、
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
製
作

体
験
な
ど
が
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
延
べ
約

3
0
0
0
人
が
体
験
・
見
学
さ
れ
た
。

沖
縄
地
区
で
は
、
11
月
15
日
に
パ
レ
ッ
ト
市

民
劇
場
（
那
覇
市
）
で
、
沖
縄
の
土
木
技
術
を
世

界
に
発
信
す
る
会
第
28
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新

た
な
沖
縄
振
興
計
画
新
・
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ

ン
が
ス
タ
ー
ト
〜
沖
縄
ら
し
い
風
土
環
境
を
支

え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
考
え
る
〜
」
が
開
催
さ

れ
、
1
4
8
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
た
。

西
部
支
部

四
国
支
部

選奨土木遺産認定書授賞式

四国の土木コレクション＆土木遺
産パネル展

バスツアー 新日下川放水路見学

右：土木の日ファミリーフェスタ2023（福岡地区）、左：土木
フェスタ in ぴらも～る 2023（鹿児島地区）

沖縄の土木技術を世界に発信
する会シンポジウム（沖縄地
区）




